














































って強制される社会規範」 「制定・発布する主体や伝達・適用される対象、使用される文書の様式や形態などの形式面にも留意する必要がある」 とし、 「①幕府（江戸）の法だけが全国 一元的に貫徹するのではなく、それぞれの藩が独自に法を定め、②幕府のなかでも、統一政権としての全国令のみならず個別領主としての幕領令が出され、 か
も各地の役所ごとに江戸と異なる法
が行われた。さらに、③幕府や藩などの領主が住民を支配 ための法（統治の法）を定めるだけでなく、村 町といった住民の集団が自らの生活・生業を維持するための法（自治 法 を立てるなど、近世 法は多元的・重層的に存在していた」と述べている
２。村上直氏は、 「江戸幕府の政治は法度政
治といわれるように数多く 令・布達が制定公布 たが、これが幕府の上意下達の組織原理を強化していくため 重要な役割をはたし といってよい」と説明している
３。 
澤登寛聡氏は、木綿織物を対象として、 「幕府の全国的法支配が、実際に























に記載されている織物寸法統制令のみを対象とし いること、実際に公布されたか否か史料批判していないこと その他の法令集と法文を比較・検討していないなどの問題点がある。 『徳川禁令考』は、偽法令の混入が指摘されることから史料批判が必要と考え
 
そこで本稿では、 『徳川禁令考』および各種法令集について織物寸法統制















































































































































































































に出たり。今は東武実録。條令。令條記等によりて今年に係る」と記しており、 編纂時に寛永二年と同三年のどちらが正しいか検討した跡がうかがえる。寛永二年、寛永三年と立て続けにだされ のか、それともどちらか一方だけなのか。 両令とも法文および添書が極めて類似しているこ 、 寛永二年令は、『憲教類典』のみ 見られるのに対して、寛永三年 は 『教令類纂』が複数
の典拠を示しつつ掲載していること、その他の法令集にも見ることができることから、本稿は寛永三年令一本と考えたい。発布主体について、寛永二年令では「奉行」とあったが、寛永三年令ではとくに記されて な 。 ことから、適用対象・範囲に いて、幕府直轄領のみならず藩領も含むよう変更したのかも知れない。このことに関 先行研究 『徳川禁令考』に記された寛永三年 の添書および『徳川実紀』の記述から、 「幕府の奉行・代官ならびに藩を直接の対象とした法令で、民衆をも直接の対象とし も ではなかったと推定できる」としている。さらに、 「水戸藩では、寛永三年一二月の織物統制令に基づく木綿織物 寸法統制
にも拘わらず、それが容易に遵守さ





を見 出してい い。同藩史料は天文七年（一五三八）から幕末までの諸事項を所収す 大部のものであり、重要な法令の欠落は考えにくいのではないか。さらなる調査が必要かと思われる。
いずれにせよ、寛永三年令は（相互
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これは、 『徳川禁令考』 、 『御触書寛保集成
２８




































































。 この観点に沿って見ていくと、 幕府側の 『江戸幕府日記 （柳


















































































































































































これは、 『徳川禁令考』 、 『御触書寛保集成
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。 この観点に沿って見ていくと、 幕府側の 『江戸幕府日記 （柳














































































































































































































































































































































































































































長さ六丈八尺に織り上げるよう触があったとしている。これまで見てきたように寛文四年令は、一反につき長さ三丈四尺となっ た こで六丈八尺とあることは二反分の長さを表しており、流通の単位が「反」から「疋（匹） 」表示に変化していることをうかがわせ 。 そして当時の町奉行からは、 （法令順守のためには）縮を考慮して七丈に織り上げるよう言い渡されそれを守ってきたと絹判押らが報告 あげている。ここで絹判押とは、丈尺幅改と改判の役を請け負っ 人々である。では、このような丈尺幅改はいつ始まったのであろうか。 『石川縣絹業史』は、前田家三代利常が、 「殊に製絹の道に意を留め寛永十四年四月絹道会所を小松町に設け」と記している
４８
。これら一連
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令・寛永一三年令・寛文四年令について史料批判することであった。その結果、 『守貞謾稿』が寛永二年令を取り上げているものの、寛永三年令と相互に関連させて見た場合、寛永三年令一本として公布された と考えた。寛永三年令の適用対象・範囲についてはさらなる調査が必要か 思われる。寛永八年令については、公布されたか否か定かにはできなかった。寛永一三年令は公布されなかったものと考えた。 文四 は、添書の内容の検証、幕府側・藩側・町触 そ 存在が認めら こと ら全国 あることを確認した。
 第二の課題である各藩の対応については、絹の場合、金沢藩や会津藩で順
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社、 一九五九年） 。 「明治初年司法省によっ 編纂された江戸幕府法制史料集。司法卿大木喬任の命によって、司法属菊池駿助が編纂にあたり、明治十 年( 一八七八
) から十七年までに、前聚首巻から巻十九まで、ついで後聚首巻か
ら巻十三まで、合計三十五冊が順次出版された。以後編纂者が交替し、明治二十七年から二十八年にかけて、あらためて前聚六十二巻六帙、後聚四十巻四帙、合計十帙（ 冊）が刊行された。前聚を『徳川禁令考』 、後聚を『徳川禁令考後聚』 と呼んだ」 「史料は幕府引継書を中心 おり、 特にその構成・体裁・史料とも宮崎成身の手による『教令類纂』に負っている」 （ 『国史大辞典』 ） 。
 
６ 西村綏子「江戸時代幕府法における衣服規制の変遷」 （ 『岡山大学教育学部










９ 藤井美穂子「結城（水野）藩の経済政策」 （ 『茨城県史研究』五〇号、一九


































正徳元年（一七一一）藤原親長なる者の編纂にかかるという」 「通常、 『御当家令条』の名で呼ばれるが、 『令条記』 『令条』とも称されている。原名は『令叢』だったようである。江戸時代前期 幕府法研究上の重要資料」 （ 『国史大












秀忠死去の年末までを、 編年体片仮名交り文 （写本によっては平仮名交り文）で記述した秀忠の事蹟録。松平忠冬撰。四十巻十七冊。史料に忠実であるが出典註記はない」 天 三 （一六八三） 十二月徳川綱吉の命によって起草し、翌貞享元年（一六八四）十一月に浄書終了し、 二月三日献上した」 「忠冬は松平家忠の流れの深溝松平氏 忠隆の次男、 当時寄合であった」 「 『東武実録』の献上本は散逸して現存しないが、伝写本は内閣文庫ほかに多い」 （ 『国史大辞典』 ） 。 「忠冬 所蔵の古文書 古記録に基づいて、秀忠 事蹟を年代順、客観的に記述した」 （同解題より） 。
 
１６














刊行会、一九三〇年） 。 「江戸幕府将軍の事歴を中心に叙述した史書」 「その拠るところを幕府の日記・諸記録、編纂物に求め、主観を さまず史料を 実に記載する方法を採っ いる」 （ 『国史大辞典』 ） 。 「 『徳川実紀』 の編纂事業 、林大学頭衡（以下述斎）の建議を契機とし、述斎を事業統括者、奥儒 成島司直（以下司直） 編纂主任とし、文化六年二月 起稿されている。実作業の中心は司直であった」 「天保十四年 献上に至るまで 作成過程の全体像を示す資料としては、まとまったも はない」 （小宮木代良『江戸幕府 日記と儀礼史料』吉川弘文館、二〇〇六年、一〇六～一〇七頁） 。
 
１９
 内藤耻叟『徳川一五代史（一） 』 （新人物往来社、一九八五年） 。 「江戸幕
                                        
 
























































 高柳眞三・石井良助編『御触書寛保集成』 （岩波書店、 九三四年） 。 「江
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( 一) 』 （汲古書院、一九八二
年） 「寛永（一六二四―四三）より寛保（一七四一―四三）初年にいたの、江戸幕府の諸法令を編纂したものである。江戸時代前半期の幕府 輯録したものとして、 『憲教類典』などとともに重要 であり、法制史料として重要な価値をもつものである。 そ ため 徳川実紀』 をはじめとして広く引用されている」 「 『大成令』と『御触書 集成』の各項目の名称は一
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 山本又六 『遠江織物史稿』 （遠江織物史稿刊行会、 一九六六年） 一二四頁。
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 小泉袈裟勝『度量衡の歴史』 （原書房、一九七七年） 。一ノ宮一男「江戸







































































































































































                                        
 









 山本又六 『遠江織物史稿』 （遠江織物史稿刊行会、 一九六六年） 一二四頁。
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 小泉袈裟勝『度量衡の歴史』 （原書房、一九七七年） 。一ノ宮一男「江戸










































中巻（一） 』 〈水戸市役所、一九六八年〉四八〇頁） 。前
掲註四
 
澤登論文は、明和六年の「木綿尺改一件」 、天明元年六月晦日「反物
糸木綿等改所相立候ニ付御触書」をして、新たなる段階に到達していると述べている。
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用
：
東
武
実
録
）
□
－
－
□
〇
（大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
17
）
□
□
－
寛
永
13
年
12
月
7
日
〇
(N
o.
37
62
、
引
用
：古
今
制
度
集
)
□
□
□
□
□
□
－
－
□
□
□
□
□
寛
文
4年
（1
66
4）
7
月
13
日
〇
(N
o.
37
64
、
引
用
：御
当
家
令
條
)
〇
(N
o.
92
2)
〇
(N
o.
38
7)
□
〇
〇
（引
用
：
旧
令
集
・慶
延
令
條
・慶
録
記
・正
宝
事
録
）
〇
〇
（N
o.
39
4：
7月
12
日
）
〇
（8
月
3
日
）
－
〇
（厳
有
院
殿
御
実
紀
巻
29
：8
月
3日
）
□
〇
（9
月
4
日
）
〇
寛
文
5年
（1
66
5）
□
□
□
□
□
□
□
□
□
－
□
□
□
□
（註
）　
○
　
記
載
あ
り
　
　
　
　
□
　
記
載
な
し
　
　
　
　
－
　
記
載
期
間
対
象
外
教
令
類
纂
大
成
令
憲
教
類
典
江
戸
幕
府
日
記
徳
川
禁
令
考
巻
56
（前
集
6）
徳
川
実
紀
年
月
日
会
津
藩
金
沢
藩
江
戸
町
触
集
成
徳
川
十
五
代
史
東
武
実
録
御
当
家
令
條
御
触
書
寛
保
集
成
表
二
　
　
　
寛
永
三
年
の
織
物
寸
法
統
制
令
徳
川
禁
令
考
＊
１
御
当
家
令
條
＊
２
東
武
実
録
＊
３
　
　
寛
永
五
辰
年
二
月
九
日
三
七
七
　
　
　
　
　
定
　
　
　
定
三
七
六
一
　
　
　
織
物
寸
尺
之
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
四
、
原
本
「
貮
」
一
絹
紬
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
一
絹
紬
之
事
、
壱
端
ニ
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
四
尺
、
幅
壱
　
壱
端
ニ
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
二
尺
一
絹
紬
之
事
、
壱
端
ニ
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
弐
尺
幅
壱
尺
四
　
に
作
る
、
閣
乙
本
館
本
に
拠
て
改
む
〕
　
ハ
ゝ
壱
尺
四
寸
　
寸
,
　
尺
四
寸
、
一
布
木
綿
之
事
一
布
木
綿
之
事
、
壱
端
ニ
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
四
尺
幅
壱
尺
一
布
木
綿
之
事
、
壱
端
に
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
四
尺
、
幅
　
壱
端
ニ
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
四
尺
　
三
寸
、
　
壱
尺
三
寸
、
　
ハ
ゝ
壱
尺
三
寸
　
右
織
物
之
寸
尺
、
如
此
御
定
之
上
ハ
、
長
幅
不
足
絹
布
売
候
に
お
右
織
物
之
寸
尺
如
此
御
定
之
上
長
は
ヽ
　
ゐ
て
は
、
来
年
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
も
の
可
取
之
者
也
、
　
右
織
物
之
寸
尺
如
斯
御
定
之
上
は
、
長
幅
不
足
之
絹
布
売
候
に
お
不
足
之
絹
紬
布
木
綿
売
候
に
お
ゐ
て
ハ
　
ゐ
て
ハ
、
来
年
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
も
の
可
取
之
者
也
、
来
年
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
も
の
寛
永
三
年
寅
十
二
月
七
日
可
取
之
者
也
　
　
　
　
　
引
書
　
公
儀
御
法
度
　
　
寛
永
三
也
寅
十
二
月
七
日
寛
永
三
年
寅
十
二
月
七
日
憲
教
類
典
＊
４
教
令
類
纂
＊
5
寛
永
三
丙
寅
年
十
二
月
七
日
寛
永
三
丙
寅
年
十
二
月
十
七
日
　
　
　
定
　
　
　
定
一
絹
紬
之
事
壱
端
ニ
付
大
工
か
ね
に
て
三
丈
一
絹
紬
之
事
　
弐
尺
幅
壱
尺
四
寸
　
　
壱
端
ニ
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
弐
尺
幅
壱
尺
四
寸
一
布
木
綿
之
事
壱
端
に
付
長
大
工
か
ね
一
布
木
綿
之
事
　
に
て
三
丈
四
尺
幅
壱
尺
三
寸
　
　
壱
端
に
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
四
尺
は
ゝ
壱
尺
三
寸
　
右
織
物
之
寸
尺
如
此
御
定
之
上
者
長
は
ゝ
　
右
織
物
之
寸
尺
如
此
定
之
上
者
長
幅
不
　
不
足
之
絹
紬
布
木
綿
売
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
来
　
足
之
絹
布
売
候
に
お
ゐ
て
ハ
来
年
　
年
四
月
朔
日
ゟ
見
合
候
も
の
可
取
之
者
也
　
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
者
　
　
寛
永
三
年
寅
十
二
月
七
日
　
可
取
之
者
也
　
右
條
令
　
梏
三
本
御
制
法
　
　
諸
法
度
　
　
令
條
記
　
　
寅
十
二
月
七
日
　
　
　
　
　
旧
令
集
　
　
　
　
　
御
触
書
　
　
東
武
実
録
＊
１
　
司
法
省
蔵
版
　
法
制
史
学
会
編
　
石
井
良
助
校
訂
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
六
（
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）
。
＊
２
　
石
井
良
助
編
『
近
世
法
制
史
料
叢
書
　
〔
第
二
〕
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
九
年
）
。
＊
３
　
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
一
巻
　
東
武
実
録
（
一
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
）
。
＊
４
　
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
四
〇
巻
　
憲
教
類
典
（
四
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
。
＊
５
　
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
二
二
巻
　
教
令
類
纂
　
初
集
（
二
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
）
。
165
表
一
　
　
　
　
織
物
寸
法
統
制
令
一
覧
柳
営
日
次
記
姫
路
酒
井
家
本
寛
永
2年
（1
62
5）
8
月
27
日
□
□
□
□
〇
□
□
－
－
－
□
□
□
－
寛
永
3年
（1
62
6）
12
月
7日
〇
(N
o.
37
61
、
引
用
：公
儀
御
法
度
)
□
〇
(N
o.
37
7)
〇
〇
〇
（引
用
：
東
武
実
録
他
）
□
－
－
－
〇
(大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
８
）
〇
□
－
寛
永
8年
（1
63
1）
4
月
18
日
□
□
□
〇
□
〇
（引
用
：
東
武
実
録
）
□
－
－
□
〇
（大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
17
）
□
□
－
寛
永
13
年
12
月
7
日
〇
(N
o.
37
62
、
引
用
：古
今
制
度
集
)
□
□
□
□
□
□
－
－
□
□
□
□
□
寛
文
4年
（1
66
4）
7
月
13
日
〇
(N
o.
37
64
、
引
用
：御
当
家
令
條
)
〇
(N
o.
92
2)
〇
(N
o.
38
7)
□
〇
〇
（引
用
：
旧
令
集
・慶
延
令
條
・慶
録
記
・正
宝
事
録
）
〇
〇
（N
o.
39
4：
7月
12
日
）
〇
（8
月
3
日
）
－
〇
（厳
有
院
殿
御
実
紀
巻
29
：8
月
3日
）
□
〇
（9
月
4
日
）
〇
寛
文
5年
（1
66
5）
□
□
□
□
□
□
□
□
□
－
□
□
□
□
（註
）　
○
　
記
載
あ
り
　
　
　
　
□
　
記
載
な
し
　
　
　
　
－
　
記
載
期
間
対
象
外
教
令
類
纂
大
成
令
憲
教
類
典
江
戸
幕
府
日
記
徳
川
禁
令
考
巻
56
（前
集
6）
徳
川
実
紀
年
月
日
会
津
藩
金
沢
藩
江
戸
町
触
集
成
徳
川
十
五
代
史
東
武
実
録
御
当
家
令
條
御
触
書
寛
保
集
成
表
二
　
　
　
寛
永
三
年
の
織
物
寸
法
統
制
令
徳
川
禁
令
考
＊
１
御
当
家
令
條
＊
２
東
武
実
録
＊
３
　
　
寛
永
五
辰
年
二
月
九
日
三
七
七
　
　
　
　
　
定
　
　
　
定
三
七
六
一
　
　
　
織
物
寸
尺
之
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
四
、
原
本
「
貮
」
一
絹
紬
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
一
絹
紬
之
事
、
壱
端
ニ
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
四
尺
、
幅
壱
　
壱
端
ニ
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
二
尺
一
絹
紬
之
事
、
壱
端
ニ
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
弐
尺
幅
壱
尺
四
　
に
作
る
、
閣
乙
本
館
本
に
拠
て
改
む
〕
　
ハ
ゝ
壱
尺
四
寸
　
寸
,
　
尺
四
寸
、
一
布
木
綿
之
事
一
布
木
綿
之
事
、
壱
端
ニ
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
四
尺
幅
壱
尺
一
布
木
綿
之
事
、
壱
端
に
付
、
長
大
工
か
ね
に
て
三
丈
四
尺
、
幅
　
壱
端
ニ
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
四
尺
　
三
寸
、
　
壱
尺
三
寸
、
　
ハ
ゝ
壱
尺
三
寸
　
右
織
物
之
寸
尺
、
如
此
御
定
之
上
ハ
、
長
幅
不
足
絹
布
売
候
に
お
右
織
物
之
寸
尺
如
此
御
定
之
上
長
は
ヽ
　
ゐ
て
は
、
来
年
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
も
の
可
取
之
者
也
、
　
右
織
物
之
寸
尺
如
斯
御
定
之
上
は
、
長
幅
不
足
之
絹
布
売
候
に
お
不
足
之
絹
紬
布
木
綿
売
候
に
お
ゐ
て
ハ
　
ゐ
て
ハ
、
来
年
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
も
の
可
取
之
者
也
、
来
年
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
も
の
寛
永
三
年
寅
十
二
月
七
日
可
取
之
者
也
　
　
　
　
　
引
書
　
公
儀
御
法
度
　
　
寛
永
三
也
寅
十
二
月
七
日
寛
永
三
年
寅
十
二
月
七
日
憲
教
類
典
＊
４
教
令
類
纂
＊
5
寛
永
三
丙
寅
年
十
二
月
七
日
寛
永
三
丙
寅
年
十
二
月
十
七
日
　
　
　
定
　
　
　
定
一
絹
紬
之
事
壱
端
ニ
付
大
工
か
ね
に
て
三
丈
一
絹
紬
之
事
　
弐
尺
幅
壱
尺
四
寸
　
　
壱
端
ニ
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
弐
尺
幅
壱
尺
四
寸
一
布
木
綿
之
事
壱
端
に
付
長
大
工
か
ね
一
布
木
綿
之
事
　
に
て
三
丈
四
尺
幅
壱
尺
三
寸
　
　
壱
端
に
付
而
長
大
工
か
ね
ニ
而
三
丈
四
尺
は
ゝ
壱
尺
三
寸
　
右
織
物
之
寸
尺
如
此
御
定
之
上
者
長
は
ゝ
　
右
織
物
之
寸
尺
如
此
定
之
上
者
長
幅
不
　
不
足
之
絹
紬
布
木
綿
売
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
来
　
足
之
絹
布
売
候
に
お
ゐ
て
ハ
来
年
　
年
四
月
朔
日
ゟ
見
合
候
も
の
可
取
之
者
也
　
四
月
朔
日
よ
り
見
合
候
者
　
　
寛
永
三
年
寅
十
二
月
七
日
　
可
取
之
者
也
　
右
條
令
　
梏
三
本
御
制
法
　
　
諸
法
度
　
　
令
條
記
　
　
寅
十
二
月
七
日
　
　
　
　
　
旧
令
集
　
　
　
　
　
御
触
書
　
　
東
武
実
録
＊
１
　
司
法
省
蔵
版
　
法
制
史
学
会
編
　
石
井
良
助
校
訂
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
六
（
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）
。
＊
２
　
石
井
良
助
編
『
近
世
法
制
史
料
叢
書
　
〔
第
二
〕
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
九
年
）
。
＊
３
　
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
一
巻
　
東
武
実
録
（
一
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
）
。
＊
４
　
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
四
〇
巻
　
憲
教
類
典
（
四
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
。
＊
５
　
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
二
二
巻
　
教
令
類
纂
　
初
集
（
二
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
）
。
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表
三
　
　
　
寛
文
四
年
の
織
物
寸
法
統
制
令
徳
川
禁
令
考
＊
１
御
触
書
寛
保
集
成
＊
２
御
当
家
令
條
＊
３
　
　
寛
文
四
辰
七
月
十
三
日
九
二
二
　
　
寛
文
四
辰
年
七
月
三
八
七
　
　
　
　
　
　
定
三
七
六
四
　
　
　
反
物
寸
尺
之
定
　
　
　
　
　
　
　
定
一
絹
紬
之
儀
、
壱
端
に
付
、
大
工
か
ね
ニ
て
長
三
丈
四
尺
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
一
絹
紬
之
儀
、
壱
端
ニ
付
て
大
工
の
か
ね
に
て
た
け
三
丈
四
尺
、
　
は
ゝ
壱
尺
四
寸
た
る
へ
き
事
、
一
絹
紬
之
儀
、
壱
端
付
、
大
工
か
ね
に
て
長
三
丈
四
尺
、
幅
壱
尺
四
寸
た
る
へ
き
事
、
　
は
ヽ
壱
尺
四
寸
た
る
へ
き
事
、
一
布
木
綿
之
儀
、
壱
端
に
付
、
大
工
か
ね
ニ
て
長
三
丈
四
尺
、
一
布
も
め
ん
之
儀
、
壱
端
付
、
大
工
か
ね
に
て
長
三
丈
四
尺
、
幅
壱
尺
三
寸
一
布
木
綿
之
儀
、
壱
端
に
付
て
大
工
の
か
ね
に
て
た
け
三
丈
四
尺
、
　
は
ゝ
壱
尺
三
寸
た
る
へ
き
事
　
た
る
へ
き
事
、
　
は
ヽ
壱
尺
三
寸
た
る
へ
き
事
、
　
右
之
通
、
従
此
以
前
被
相
定
之
処
、
近
年
猥
有
之
間
、
向
後
書
　
右
之
通
、
従
此
以
前
被
相
定
之
処
、
近
年
猥
に
在
之
間
、
右
之
通
、
此
以
前
よ
り
被
相
定
之
処
、
近
年
み
た
り
に
有
之
間
、
　
面
之
寸
尺
よ
り
不
足
に
織
出
す
輩
あ
ら
ハ
、
曲
事
た
る
へ
し
、
　
向
後
書
面
之
寸
尺
よ
り
不
足
に
織
出
す
輩
あ
ら
ハ
、
曲
事
た
る
へ
し
、
向
後
書
面
之
寸
尺
よ
り
不
足
に
織
出
す
と
も
か
ら
於
有
之
は
、
　
来
巳
年
秋
中
よ
り
改
之
、
不
足
之
分
見
出
次
第
可
取
之
間
、
於
　
来
巳
年
秋
中
よ
り
改
之
、
不
足
之
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付
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